
キャリアデザイン研修

企業と個人が共に成長するための

【オリエンテーション】

「本日の研修はキャリアデザイン研修です。キャリアデザインというと皆さん、
どのようなイメージをお持ちですか？過去をみつめて自分自身の棚卸を
行い、自分のやりたいことや希望を洗い出し、それをキャリアにおいてどう
実現していくかプランニングする、という感じでしょうか。

まさにその通りですが、本日の研修では、意味のあるキャリアデザインに
つなげるために大事な視点を確認しながら進めて参ります。次の目的を
確認ください」
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【研修目的】 視点を広げることで企業と個人が共に成長するキャリアデザインのスタート準備を行う

１．視点を変えることで意味あるキャリアデザインにするためのポイントを確認する
２．適切なキャリアデザインにつなげるための自己認知
３．企業視点もふまえたキャリアデザインにつなげるための整理

企業と個人が共に成長するためのキャリアデザイン研修 概要

2

概要 狙い
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◆オリエンテーション
◆キャリアデザインとは
【視点の拡大】
◆1．周囲の視点で考える
（個人ワーク、グループ共有、全体共有）
◆2．未来の視点で考える（個人ワーク、グループワーク、共有）

◆意味のあるキャリアデザインを行うために、普段考えない視点か
ら物事を考えることで、気付きをえながら視点・視座を引き上げる
◆世の中の動向、会社の動向を確認・想定することで、キャリアデ
ザインが現実からかけ離れることを防ぐ

2コマ目

【自己認知】
◆棚卸参考資料案内
◆棚卸（個人ワーク）
・経験、知識・スキル、実績、成果 ・価値観

◆これまでのキャリアを棚卸することで、今後目指すところ、必要な
ものを明確にするための準備を行う

3コマ目

【求められる要素】
◆職務に求められる要素を考える
・実務知識・実務スキル、ビジネスパーソンに求められる要素
・職務に必要と判断した理由
・習得・体現するための取り組み
（個人ワーク、グループ共有、全体共有）

◆自分よがりになりがちなキャリアデザインを社会、会社と結びつ
いた企業・個人双方にとって意味あるものにする

4コマ目

【キャリアデザイン】
◆キャリアデザインシート作成
・1年後、3年後のビジョン、アクション（個人ワーク）
◆ブラッシュアップ（グループ共有、承認、相互アドバイス）

◆求められる要素をふまえつつ、キャリアデザインを実際に行って
みることで、気付きを得るとともに中長期に向けた取り組みや活動
の動機づけにつなげる
◆現在の環境の中で何ができるかを意識することで日々の仕事に
対する意欲につなげる
◆立てたキャリアデザインを共有し、アドバイスし合うことで、ヒント
や行動促進につなげる

【目的の共有と概要案内】

１．目的共有

キャリアデザインは一度立てたらうまくいくというものではなく、定期的
に振り返り、修正、追加を行っていくことで初めて効果が出るものとなり
ます。本日は、実際にキャリアプランを立ててみますが、どのような視
点がキャリアデザインには必要なのか理解すること、また、企業と個人
が共に成長するキャリアデザインを今後行っていくための準備を行うこ
とが今日の目的です。

大きく3つのテーマ、「視点の拡大」「自己認知」「求められる要素の確
認」を行った上で、最後にキャリアデザインの実践となります。

普段、仕事で忙しくてじっくり自分のキャリアや未来を考える時間を持
つことは難しいと思います。ですので、これからの時間を研修時間とし
て消化するのではなく、自分のために色々考えながら有効に使ってい
ただけると幸いです。
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キャリアデザインとは
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「キャリア」とは、過去から将来の長期にわたる職務経験やこれに伴う計画的な能力開発
の連鎖を指すもの。「職業生涯」や「職務経歴」などと訳される。

出典：厚生労働省「キャリアコンサルティング・キャリアコンサルタント」

■ キャリアデザイン

【行う意義】 先を見据える事で

・今の仕事で何が役に立つか、何が必要かを見据える事ができる。
・チャンスを捉えることができる。（自己認知・他人の支援）
・一日一日をより大事に過ごすようになる。

【どんな事を考える？】

・職域をあげる（どこまで？） ・職種をかえる（何に？可能なのか？）
・仕事の幅・深さを広げる（何を？どのように？どこまで？）
・部門を横断してつなぐ   ・部下の育成
・今ないキャリアを開発する   ・ワークライフバランス実行（モデルとなる）
・会社に残せるものは？

■ キャリア

【キャリアとは】

1．キャリアとは

「まず、言葉の定義を確認しておきましょう。まず、キャリアについてですが、キャリ
アの語源は、馬車の轍（わだち）や車道と言われてます。馬車が通った後に、車輪
の跡が残っていくように、人がたどる経歴や遍歴などをあらわすようになりました。
従って、キャリアはある時点での仕事や成果というより、働くことを通してさまざまな
経験を積み重ね、自らを高めていくという一連のプロセスを意味しています。また、
仕事に限定して言われることもありますが、趣味や学習、家族のことも含めた生涯
に関わる生き方、人生をも指してもいます」

2．キャリアデザインとは

「キャリアデザインはなぜ行うのでしょうか。意義としてよく紹介される事例に『荒野
に走るバス』があります。

＜荒野に走るバス＞
「荒野の道で長距離バスが通る。次はいつ来るかわからない。自分がどの方向に
行きたいかわかっていれば、運転手に『このバスは○○方面に行きますか？』と聞
く事ができる。わかってないと、聞けないし、せっかく来たバスを見過ごしてしまうこ
とになる」

つまり、将来どうしたいかを見据えておくことで目の前に来た偶然やチャンスを自分
のものにすることができる、ということです。記載しているとおりですが、自分が目指
す先が明確になっていることで、一日一日の過ごし方や価値が変わってくるという
ことです。

３．キャリアデザインでどんなことを考えるか紹介
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■ ワーク１：周囲の視点で考える

1．自社は世の中からどのように思われている？
（お客様） （未取引/社会）

2．お客様が自社を活用している理由

3．会社があなたに仕事を任せている理由

4．自分は社内外の期待に応えることができているか、価値発揮できているか

視点の拡大：周囲の視点
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【周囲の視点：ワーク１】

１．ワーク案内

「では、ワークシートの１ページを出してください。まずは周囲の視点で考えてみま
す。１～４の設問がありますので、それぞれ考えて記入をお願いします」

個人ワーク → グループ共有 → 全体
※グループ共有時にラウンドしながら、いい意見をピックアップ。全体発表でその意
見が出なければ講師から紹介）

２．全体共有及び講師からのフィードバック

「２のお客様が自社を活用している理由については、自分が、自社がその期待に
応えられているかという視点と、今のままで今後も選んでもらえるかという視点が大
切です」

「３の会社があなたに任せている理由は、いかがでしょう。単なる人手として？そ
れとも今後会社を支える期待から？あなたでないとダメだから？どこを目指していく
か大事ですね。自身の考え方次第で変わってきます」

「どの設問も、普段、あまり意識することのない視点だと思いますが、自分の存在
意義、自社の存在意義を認識できていると、日常の業務に対する取り組みにも身
が入ります」



 【社内】
（組織、上司、同僚、部下後輩）

【自分】

【顧客・取引先・パートナー・社会】

■ 視点１：自身と周囲

視点の拡大：周囲の視点
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【周囲の視点】

１．解説

「今のワークは、この視点を確認頂きました。普段、皆さんは仕事に取り組まれてい
ますが、一人で全て完結しているわけではありません。当然、組織に所属している
ので仲間がいます。また、会社も社会に属しているので、取引先、お客様、社会の
中で存在し、活動しています。それらをふまえた際に、今後の自身のキャリアを描
いていく中で、何を磨いていく必要があるのか、どのように価値発揮するのかという
視点を持っておくようにしましょう」
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■ 視点２：キャリアデザインを行う際の大事な視点

【現在】
役割・できること
知識・スキル・経験

【未来】
ありたい姿・目指す状態

 やってみたいこと
 知識・スキル・経験

【求められるもの/レベル】
 （社会、組織、周囲から）

＝

視点の拡大：未来の視点
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【未来の視点】

１．解説

「続いて未来の視点です。テキストに戻ります。キャリアデザインを行う際の大事な視点があります。
現在の自分、未来に自分がありたい姿や目指す状態をふまえて考えていくわけですが、その際に忘
れてはいけない視点があります。それは、未来に求められるもの、レベルです。キャリアデザインを
行って、ありたい姿や目指す状態、そのためのアクションプランを立てて、一生懸命努力してそこに
到達したとしても、それが社会や組織から求められていないもの、もしくはレベルだとしたら、費やし
た時間と努力が無駄になってしまうからです。「求められるもの」は技術の進化や時代の流れによっ
てどんどん変わっていきます」

＜事例紹介＞

事務処理の推移 手書き ⇒ ワープロ ⇒ パソコン ⇒ タブレット
経理：人力 ⇒ クラウドで自動対応
試作品づくり：人力 ⇒ 機械 ⇒ ３Dプリンター（個人でもメーカーになれる）

⇒ 試作品会社の在り方不要になる？
営業：対面が当たり前 ⇒ コロナ禍でオンラインで抵抗なくなる、全国・世界がターゲットに
ATM：キャッシュレス浸透で銀行や証券会社からATM減少

⇒ ATMのメンテナンスを行っていた人は仕事がなくなる？
クリエイティブな仕事（イラスト、動画制作、モノ書き）

⇒ 生成AIやChatGPTの出現で、仕事が減少する、失う？

大昔の話ではありません。最近の技術進歩や価値観の変化は数年単位で仕事のしかたをどんどん
変えています。そのため、世の中は今後どうなっていくのか、それに伴い会社はどうなっていく必要
があるのか、それに合わせて自分はどうなっていく必要があるのか、今できること、なすべきことは
何か。そういったことを念頭においてキャリアを考えていく必要があるということです」
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■ ワーク２：未来の世の中と組織から考える

視点の拡大：未来の視点

1．5年後の社会（ 歳） 10年後の社会（ 歳）

2．5～10年後の自社の目指す状態、あるべき姿

3．2を実現するために、どんな人材が必要になる？

4．自社をこんな会社にしていきたい

7
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【未来の視点：ワーク２】

「では、考えてみましょう。まずワークの全体像と流れを先に説明します。未来の出来事を確認し、
それをふまえて自社はどうなっている必要があるのか、そのためにどんな人材が必要になるのか、
最後に、自社をこんな会社にしていきたい、ということを考えていきます。個人ワーク、グループ共
有、全体共有の流れで進めます」

１．設問１の案内

「まず、未来の出来事について確認します。年齢のところは、自覚するためのものですが、いれて
もいれなくても大丈夫です。ここは共有しません。５年後、１０年後がどうなっているのかについて、
想像するのは限界があるので、ツールを紹介します」

→ 次のスライド共有



1．目指す職務ごとのグループに分かれる

【営業】 【マーケティング】 【販売】 【生産管理】 ・・・

2．職務に求められる要素の洗い出し（ワーク4）

個人ワーク

3．職務に求められる要素の体系化（ワーク5）

グループワーク

4．各グループから発表

求められる要素
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■ 求められる要素の整理 ワークの流れ

【求められる要素：ワーク】

１．ワークの全体像と流れ案内

「ワークの全体像と流れをお伝えします。ワーク毎に都度、案内するので全体
の流れだけつかんでいただければ大丈夫です。まず、目指す職務ごとにグ
ループに分かれていただきます。（同じ職務で人数が多い場合は、いくつかの
グループに分類）次に、ワークシート４を確認してください。その職務に求めら
れる要素を実務に関する側面と先程、棚卸の際に活用したテキスト８ページ
の70の要素からそれぞれ５つずつ抜き出します。こちらは個人ワークです。次
に、グループワークです。ワークシート５を確認してください。個人で５つずつ
抜き出した要素をグループで検討し、実務、７０の要素５つずつに絞り込みま
す。絞り込みが終わったら、なぜその５つを選んだのかの理由と、それらを習
得する、体現するためにどのような取り組みを行えばいいかを考えて記載しま
す。
その後、それぞれのアウトプットを全体の前で発表という流れです」

２．グループ移動

「では、まず目指す職務に移動しましょう。今と変更がない場合は、同じ職務
のところに移動で構いません。もちろん、会社組織なので希望したら確実に異
動できるということではありませんが、キャリアデザインという作業において、
今後自分が目指すのはどこか、そのためにどんなことが必要なのかを考える
といういう観点での取り組みです」
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